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〜内　容〜

　

小
林
弘
樹
常
務
が
司
会
を
務

め
、
河
野
伸
二
郎
副
会
長
の
開

会
の
辞
で
始
ま
っ
た
。

　

金
子
守
男
会
長
の
挨
拶
で
は
、 

先
日
ご
逝
去
さ
れ
た
島
村
大
先

生
に
つ
い
て
、
痛
恨
の
極
み
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を

　

謹
ん
で
令
和
６
年
、
年
頭
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
数
年
来
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
こ
れ
ま
で
の
静

謐
で
厳
粛
な
三
が
日
を
過
ご
す

気
持
ち
の
余
裕
を
与
え
て
く
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
に
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
の

経
済
状
況
を
一
変
に
悪
化
さ
せ
、 

我
が
国
で
も
リ
モ
ー
ト
・
ワ
ー

ク
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
勤
務
形

態
が
生
ま
れ
る
な
ど
社
会
現
象

に
ま
で
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル

並
み
の
５
類
扱
い
と
な
っ
て
半

年
以
上
経
過
し
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、新
た
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
活
発
化
す
る
な
ど
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
罹
患
率
は
必
ず
し
も

減
少
す
る
保
障
は
な
く
、
私
た

ち
医
療
現
場
で
は
従
来
通
り
の

厳
重
な
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
人
工
知
能
の
応
用
発
展
が

脚
光
を
浴
び
、
オ
ー
プ
ン
Ａ
Ｉ

に
よ
る
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ-

Ｇ
Ｐ
Ｔ
が

問
題
解
決
に
大
い
に
有
効
で
あ

る
こ
と
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
は
悪
用
さ
れ
て
社

会
問
題
を
発
生
し
な
い
か
、
著

作
権
侵
害
に
抵
触
し
な
い
か
等

解
決
す
べ
き
問
題
も
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

今
後
の
改
善
次
第
で
は
大
き

な
社
会
変
革
が
期
待
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
、
我
が
国
で
百

年
に
一
度
の
夏
日
と
い
わ
れ

る
異
常
気
象
を
経
験
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
で

も
、
砂
漠
化
の
進
行
で
耕
作

地
を
失
っ
た
難
民
の
悲
惨
さ

や
、
パ
ナ
マ
運
河
が
渇
水
の

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
フ
ロ
イ

ト
と
の
間
で
書
簡
の
や
り
と
り

が
あ
り
ま
す
。
フ
ロ
イ
ト
は
人

類
の
間
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化

が
、
知
性
を
高
め
戦
争
へ
走
る

欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ

ろ
う
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
後
第
二

次
世
界
大
戦
を
経
験
し
、
昨
今

で
さ
え
戦
争
の
止
む
兆
し
は
見

え
ま
せ
ん
。
知
性
の
未
熟
さ
を

反
省
す
べ
き
な
の
で
し
よ
う
か
。

　

２
０
２
４
年
は
歯
科
医
療
に

お
い
て
重
要
な
年
で
あ
り
、
本

年
６
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
は

プ
ラ
ス
０
・
57
％
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
我
々
の
実
績
が
評
価
さ
れ

る
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
一
層

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
や
院

内
感
染
防
止
対
策
、歯
科
疾
患

の
重
症
化
予
防
な
ど
、様
々
な
側

面
で
の
要
求
が
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
技
術
に
関
す
る
高
い
評
価

が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
専
門
的

で
高
品
質
な
医
療
を
提
供
し
て

応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
集
大
成
と
も
言
え

る
技
術
や
知
識
を
、
次
世
代
に

継
承
し
、
歯
科
医
療
の
未
来
を

築
く
た
め
に
同
窓
会
と
し
て
皆

様
に
多
く
の
情
報
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
本
年
も
同
窓
会
一
同
、
皆

様
方
と
と
も
に
成
長
し
、
歯
科

医
療
の
進
化
に
貢
献
で
き
る
よ

う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

た
め
船
の
運
航
を
制
限
す
る
な

ど
前
例
の
な
い
事
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。今
や
、全
世
界
が
一
致
し

て
温
暖
化
防
止
に
向
か
わ
ね
ば

な
ら
な
い
の
に
、東
欧
や
中
東
で

は
残
酷
悲
惨
な
戦
争
が
生
じ
て

い
て
、そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
よ

う
な
有
様
で
す
。

　
「
人
間
を
戦
争
か
ら
解
放
で

き
な
い
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

お
祈
り
し
て
、
そ
の
功
績
に
感

謝
さ
れ
た
。
今
後
ど
な
た
か
新

た
に
歯
科
界
を
引
っ
張
っ
て
頂

き
た
い
と
の
考
え
を
述
べ
た
。

　

大
学
で
は
入
学
試
験
が
行
わ

れ
る
。
そ
の
中
に
卒
業
生
推
薦

入
試
枠
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

歯
学
部
20
名
と
衛
生
士
学
科
が

そ
れ
に
あ
た
る
。
お
知
り
合
い

で
、
ご
子
息
で
な
く
て
も
入
学

金
免
除（
60
万
円
）と
な
る
の
で
、 

ぜ
ひ
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。

　

横
浜
デ
ン
タ
ル
シ
ョ
ウ
が
来

年
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
る
。
神

奈
川
県
歯
科
材
料
商
協
同
組
合

さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
、
来
年
は
間
に
合

わ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
期
待
し

た
い
。

　

そ
の
後
、
会
長
よ
り
紹
介
が

あ
り
、萩
原
鉄
也
君（
22
回　

秦

野
伊
勢
原
）が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
伊
勢
原
市
の
市
議
会

議
員
と
し
て
一
か
ら
出
直
し
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

の
４
月
の
統
一
選
挙
に
お
い
て

は
、
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
行
政
と
し
っ
か
り

タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
歯
科
界
の
発

展
の
た
め
に
一
生
懸
命
努
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。
ひ
と
り
の

歯
科
医
と
し
て
、
神
奈
川
歯
科

大
学
の
同
窓
と
し
て
、
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

議
長
に
は
村
瀬
勝
巳
君
（
２

１
回　

磯
子
）
が
、
議
事
録
署

名
人
に
更
家
誠
君
（
16
回　

金

沢
）
と
小
柳
弘
男
君
（
24
回　

保
土
ヶ
谷
）
が
そ
れ
そ
れ
選
出

さ
れ
た
。
書
記
は
新
井
宗
高
理

事
が
担
当
し
た
。

　
報
　
告

報
　
告

　

総
会
成
立
と
会
員
現
況
報
告

を
長
井
慶
文
理
事
が
行
っ
た
。

　

出
席
者
数
30
名
、
委
任
状
数

２
７
０
通
（
議
長
66
名
、
会
長

95
名
、
無
記
名
59
名
、
そ
の
他

50
名
）
で
、
正
会
員
数
６
７
０

名
の
４
分
の
１
で
あ
る
１
６
７

名
を
超
え
て
い
る
た
め
、
会
則

第
17
条
に
よ
り
成
立
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。

　

会
員
数
は
６
７
０
名
、
令
和

５
年
６
月
２
日
か
ら
10
月
１
日

ま
で
入
会
者
６
名
、
退
会
者
２

名
、
種
別
変
更
会
員
４
名
、
逝

去
会
員
２
名
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
逝
去
会
員
の
黒
木
千
恵

子
先
生
（
９
回　

横
須
賀　

令

和
５
年
７
月
25
日　

ご
逝
去
）、

坂
田
隆
一
先
生
（
４
回　

磯
子

　

令
和
５
年
８
月
２
日　

ご
逝

去
）、
島
村
大
先
生
の
ご
逝
去

を
悼
み
、
黙
と
う
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。

　

会
務
報
告
を
金
子
宣
由
専
務

理
事
が
行
っ
た
。

　

６
月
17
日
の
令
和
４
年
度
定

時
総
会
以
降
、
６
月
24
日
に
県

人
会
・
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
（
ワ

イ
ン
講
習
会
）、
７
月
１
日
に

協
賛
学
術
（
緑
新
会
）、
７
月

６
日
に
各
歯
科
大
学
校
友
懇
話

会
が
昭
和
大
学
が
主
幹
校
と
な

り
行
わ
れ
、
同
窓
会
か
ら
も
14

名
が
出
席
し
た
。
７
月
22
日
に

湘
南
４
地
区
協
賛
学
術
講
演
会

が
平
塚
地
区
主
催
で
行
わ
れ
、

９
月
に
は
広
報
の
校
正
発
行
と

監
事
会
が
開
催
さ
れ
、
９
月
28

日
に
は
湘
南
地
区
主
催
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
た
。

　

加
え
て
、
５
月
に
診
療
所
火

災
に
見
舞
わ
れ
た
森
光
弘
常
務

理
事
に
対
し
、
理
事
会
で
お
見

舞
い
が
承
認
さ
れ
た
。
森
常
務

よ
り
感
謝
の
お
話
が
あ
り
、
金

子
会
長
か
ら
お
見
舞
い
が
送
ら

れ
た
。

　
議
　
事

議
　
事

第
１
号
議
案　

神
奈
川
歯
科
大

学
神
奈
川
県
同
窓
会　

令
和
４

年
度
歳
入
歳
出
決
算
（
案
）
の

承
認
を
求
む
る
件
に
つ
い
て

　

趣
旨
説
明
を
高
木
亮
常
務
が

行
っ
た
。

　

毎
年
、
未
収
会
費
が
１
０
０

名
程
あ
る
が
、
可
能
な
限
り
電

話
等
で
お
願
い
を
し
て
、
現
在

ま
で
に
50
名
ま
で
納
入
い
た
だ

い
た
。
そ
の
結
果
、
個
別
振
り

込
み
が
50
万
ほ
ど
増
え
て
お
り
、 

そ
れ
を
含
め
て
歳
入
合
計
は
￥ 

１
３
，９
０
６
，９
７
１
と
な
っ
た
。

　

歳
出
の
部
で
は
例
年
通
り
だ

が
、
事
業
費
の
広
報
部
費
が
イ

ン
ク
代
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
出

費
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え

て
歳
出
合
計
は
￥
１
１
，７
４
１
，

４
７
７
と
な
り
、
次
年
度
繰
越

金
が
￥
２
，１
６
５
，４
９
４
と

な
っ
た
。

　

貸
借
対
照
表
負
債
の
部
の
未

払
金
に
つ
い
て
昨
年
度
に
名
簿

作
成
費
が
あ
っ
た
が
、
支
払
い

通
知
が
遅
れ
た
た
め
、
今
年
度

に
￥
１
，２
１
５
，０
６
７
と
し

て
入
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
両
角
旦
監
事
よ
り

監
事
報
告
が
あ
り
、
酒
井
康
友

監
事
、わ
た
く
し
、高
垣
樹
監
事

の
３
名
で
適
正
と
判
断
し
承
認

し
た
。
加
え
て
物
価
高
騰
で
会

長
交
際
費
が
オ
ー
バ
ー
し
、
会

長
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
次
年

度
予
算
で
は
も
う
少
し
増
額
し

て
ほ
し
い
と
い
う
監
事
３
名
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

第
１
号
議
案
は
挙
手
多
数
に

て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

議
長
降
壇
後
、
荒
井
正
博
副

会
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了
と

な
っ
た
。

○
会
長
挨
拶
・
令
和
５
年
度
臨
時
総
会
…
…
…
…
…
…
…
一
面

○�

第
１
回
学
術
講
演
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
面

○�

地
区
だ
よ
り
・
親
睦
釣
り
会
・�

�

湘
南
地
区
ゴ
ル
フ
大
会
・
会
員
動
向
…
…
…
…
…
…
…
三
面

○
聞
き
た
い
授
業　

眞
鍋
雄
太
教
授
…
…
…
…
…
…
…
…
四
面

神
奈
川
歯
科
大
学　

神
奈
川
県
同
窓
会

　
　
　

令
和
５
年
度　

臨
時
総
会

物
価
高
騰
の
中
無
事
決
算
が
承
認
さ
れ
た

会長　金子守男

令和令和６６年 祝年 祝１００１００号号

診療所火災につきお見舞いを受ける森先生

議長選出の村瀬勝巳君

　現在、在学生は各教
室からテキストが配信さ
れ、それのファイルを自
宅やコンビニでコピーし
て授業に参加していま
した。当然自身が支払
わなければいけない、
余分なコストです。そこ
で幾つかの企業・団体
がスポンサーとなって、
完全無料のコピー機を
学食の横に設置し、月
平均５万枚程度の利用
をいただいています。

タダコピのありがたみ
昨年度より無料コピー機に協賛しています

「ＡＩ社会」に新たな一歩を
年
頭
所
感

年
頭
所
感
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１
９
２
１
年
か
ら
医
科
領
域

で
は
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
が
使

わ
れ
て
き
た
。
歯
科
で
は
１
９

５
４
年
に
顎
関
節
を
診
た
と
い

う
文
献
記
載
が
あ
る
。
１
９
８

０
年
代
に
入
り
外
科
や
歯
周
外

科
で
、
１
９
９
０
年
代
に
は
歯

内
療
法
分
野
で
も
使
わ
れ
始

め
、
現
在
で
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　

90
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０

年
以
降
、
歯
内
療
法
の
中
に
大

き
な
改
革
が
起
こ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
２
０
０
０
年
代
半
ば

に
は
、
顕
微
鏡
を
見
な
が
ら
歯

内
療
法
を
行
う
と
い
う
ス
タ
イ

ル
が
確
立
し
て
い
た
。
日
本
顕

微
鏡
歯
科
学
会
は
２
０
０
４
年

に
４
人
で
立
ち
上
げ
、
２
０
１

６
年
に
は
大
臼
歯
の
４
根
管
治

療
の
マ
イ
ク
ロ
加
算
、
大
臼
歯

樋
状
根
管
治
療
の
マ
イ
ク
ロ
加

算
が
保
険
治
療
で
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
多
く
の

先
生
方
が
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ

を
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

口
腔
疾
患
が

口
腔
疾
患
が

変
化
し
て
い
る

変
化
し
て
い
る

　

口
腔
疾
患
が
大
き
く
変
化
し

て
き
た
。
真
面
目
に
診
療
し
て

い
る
中
で
も
、
歯
内
療
法
で
は

器
材
や
薬
剤
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
昔
の
ま
ま
診
療

を
行
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

日
本
は
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
高
齢

社
会
に
進
ん
で
い
る
。
自
身
で

歩
け
な
い
食
べ
ら
れ
な
い
、
寝

た
き
り
要
介
護
な
ど
の
不
健
康

状
態
の
期
間
（
８
～
10
年
）
を

出
来
る
だ
け
解
消
す
る
た
め

に
、
口
腔
環
境
、
口
腔
機
能
の

維
持
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

　

痛
く
な
っ
た
ら
治
療
に
行

く
、
病
気
に
な
っ
た
ら
病
院
へ

行
く
か
ら
未
病
ケ
ア
、
予
防
個

別
化
へ
、
歯
医
者
は
痛
く
な
っ

た
人
で
は
な
く
、
一
生
虫
歯
を

起
こ
さ
せ
な
い
歯
周
病
を
起
こ

さ
せ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
へ
、

国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
医
療
は
医
者
歯
医
者
主
体

か
ら
個
人
の
主
体
的
な
関
与
に

切
り
替
え
、
健
康
寿
命
を
伸
ば

し
、
不
健
康
期
間
を
出
来
る
だ

け
短
く
す
る
。
そ
の
た
め
に
歯

科
医
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い

と
い
え
る
。

　

高
齢
者
の
う
蝕
が
増
え
て
き

て
い
る
。根
面
う
蝕
が
多
い
が
、

進
行
が
早
く
歯
髄
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
、
身
体
的
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
場
合
に
は
対
応
が

難
し
く
な
っ
て
く
る
。

　

50
代
後
半
か
ら
60
代
に
か
け

て
、
エ
ナ
メ
ル
質
に
ク
ラ
ッ
ク

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
。
歯
牙
破
折
は
抜
歯
原
因

の
３
番
目
で
、
さ
ら
に
増
加
傾

向
に
あ
る
。
垂
直
破
折
の
80
％

は
根
管
充
填
歯
と
い
う
デ
ー
タ

も
あ
り
、
破
折
し
や
す
い
。
こ

れ
ら
は
診
断
を
難
し
い
も
の
と

し
て
い
る
。

　

忍
者
ア
ク
セ
ス
と
い
う
も
の

が
、
５
年
ほ
ど
前
か
ら
話
題
に

な
っ
た
。
最
小
限
の
根
管
口
明

示
（
切
削
）
を
行
う
も
の
で
、

出
来
る
だ
け
エ
ナ
メ
ル
質
象
牙

質
を
残
す
こ
と
で
歯
牙
破
折
の

予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

も
の
（
ス
ラ
イ
ド
）。
こ
れ
に

つ
い
て
大
御
所
は
、
こ
の
開
口

で
は
不
十
分
と
述
べ
、
歯
学
部

教
育
、
臨
床
現
場
で
は
時
期
尚

早
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
デ
ー

タ
が
揃
え
ば
変
わ
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

　

破
折
に
は
程
度
、
場
所
、
部

位
が
あ
る
。
初
期
の
破
折
で
は

歯
内
療
法
で
残
せ
る
。
歯
根
完

全
破
折
で
は
残
せ
な
い
。
歯
冠

か
ら
歯
根
に
か
け
て
の
も
の
は

残
せ
る
、
残
せ
な
い
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
垂
直

歯
根
破
折
は
基
本
、残
せ
な
い
。

神
奈
川
県
医
事
紛
争
案
件

神
奈
川
県
医
事
紛
争
案
件

の
実
態
と
対
応

の
実
態
と
対
応

　

年
間
４
０
０
～
７
０
０
件
の

相
談
（
そ
の
内
、
取
扱
件
数
は

４
、
50
件
）
が
あ
る
。
一
番
多

い
も
の
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
や
外

科
関
係
で
は
な
く
歯
内
療
法
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
。
歯
科

医
師
会
医
事
処
理
案
件
（
歯
内

療
法
の
案
件
）
と
大
学
病
院
に

お
け
る
難
症
例
事
例
（
歯
根
破

折
、
フ
ァ
イ
ル
破
折
、
術
後
疼

痛
、
根
管
洗
浄
液
お
よ
び
根
管

充
填
材
の
溢
出
、
穿
孔
）
は
一

致
し
て
い
る
。

　

歯
根
破
折
が
ト
ラ
ブ
ル
で
多

い
原
因
と
し
て
診
断
が
難
し
い

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｘ
線
で
明

ら
か
な
も
の
は
問
題
に
は
な
ら

な
い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
写
真
は

常
に
撮
っ
て
お
く
こ
と
は
重
要

（
医
事
紛
争
事
例
で
も
事
前
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
か
ら
歯
根
破

折
が
疑
わ
れ
る
所
見
が
あ
っ
た

こ
と
で
、
問
題
が
解
決
し
た
件

を
説
明
）。
歯
根
膜
横
の
透
過

像
な
ど
は
歯
根
破
折
の
可
能
性

が
高
い
の
で
、
事
前
に
治
癒
し

な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た

説
明
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

フ
ァ
イ
ル
破
折
の
際
の
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
と
し
て
、
告
知
を

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

症
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ

ち
ら
で
対
応
す
る
等
の
説
明
を

し
て
お
く
事
が
重
要
。
大
学
病

院
へ
紹
介
す
る
な
ど
の
対
応
も

検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

術
後
疼
痛
の
ケ
ー
ス
で
は
、

抜
髄
後
の
咬
合
感
覚
の
違
い
を

「
痛
み
」
と
と
ら
え
る
患
者
の

ケ
ー
ス
を
紹
介
。
特
に
初
回
の

抜
髄
の
際
に
起
き
る
場
合
が
多

い
の
で
、
事
前
の
説
明
は
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
破
折
な
ど

と
の
確
定
診
断
の
際
に
は
、
マ

イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
使
用
が
薦

め
ら
れ
る
。
正
常
所
見
で
も
疼

痛
が
あ
る
場
合
、
マ
イ
ク
ロ
ス

コ
ー
プ
を
用
い
る
こ
と
で
ク

ラ
ッ
ク
を
見
つ
け
る
な
ど
の
正

確
な
治
療
が
可
能
と
な
り
、
患

者
の
理
解
も
得
ら
れ
や
す
く
な

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

ほ
か
に
、
ペ
リ
オ
ド
ン
使
用
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
例
を
紹
介
。

こ
の
薬
剤
を
使
っ
た
例
で
は
、

な
か
な
か
助
け
る
こ
と
が
難
し

い
。
１
９
９
０
年
以
前
の
歯
学

部
教
育
に
お
い
て
、
歯
科
用
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
剤
は
根
管

消
毒
剤
の
第
一
選
択
で
あ
っ

た
。
自
身
が
使
用
し
た
薬
剤
が

ア
レ
ル
ギ
ー
、
喘
息
、
呼
吸
困

難
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
す
と
い
う
認

識
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
。
現

在
で
は
使
用
を
控
え
る
ほ
う
が

良
い
と
い
え
る
。

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
診
療

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
診
療

の
応
用

の
応
用

　

国
内
外
の
歯
内
療
法
学
会
に

お
い
て
、
歯
根
破
折
は
抜
歯
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
抜
け
な

い
状
況
も
あ
り
、
十
分
な
説
明

の
上
、
納
得
し
た
患
者
に
の
み

治
療
を
行
う
。

　

単
根
で
２
根
管
あ
る
上
顎
小

臼
歯
、
上
下
顎
大
臼
歯
近
心
根

な
ど
は
ク
ラ
ッ
ク
の
好
発
部
位

と
い
え
る
。
根
尖
部
な
ど
に
も

長
年
の
咬
合
圧
負
担
に
よ
り
マ

イ
ク
ロ
ク
ラ
ッ
ク
が
起
き
や
す

い
と
い
え
る
。
大
学
で
は
プ
ロ

ル
ー
ト
Ｍ
Ｔ
Ａ
を
使
っ
て
治
療

を
行
っ
て
い
る
。
７
、
８
年
の

成
功
率
は
90
％
で
あ
り
、
当
初

か
ら
抜
歯
を
前
提
に
進
め
て
い

る
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ

と
は
な
い
。
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー

プ
を
用
い
た
髄
床
底
穿
孔
処
置

に
お
い
て
も
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
セ
メ
ン

ト
を
使
う
こ
と
で
良
好
な
結
果

が
出
て
い
る
。

　

ジ
ル
コ
ニ
ア
は
エ
ナ
メ
ル
質

の
８
～
15
倍
の
曲
げ
強
さ
が
あ

り
（
Ｍ
Ｂ
ポ
ー
セ
レ
ン
は
ほ
ぼ

同
じ
）、
数
年
で
歯
根
破
折
を

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
え

る
た
め
、注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
の
導
入

は
、
確
実
な
診
断
に
よ
る
治
療

精
度
と
治
療
成
績
の
向
上
に
つ

な
が
る
と
い
え
る
。

歯
内
療
法
難
治
症
例
に
対
す
る
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
診
療
の
応
用

神
奈
川
歯
科
大
学
　
歯
科
保
存
学
講
座
歯
内
療
法
学
分
野
　
石
井
信
之
教
授

第
１
回　
神
奈
川
歯
科
大
学　
神
奈
川
県
同
窓
会　
学
術
講
演
会

神奈川歯科大学　神奈川県同窓会　第２回学術講演会
演題：口腔顔面痛の診断と治療　講師：小林　優（神奈川歯科大学口腔外科）

日程：2024 年 3月2日（土）18 時 30 分開始
場所：横浜研修センター７階　
申し込み：後日メール・FAXニュース・ホームページにてご案内いたします。
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い
和
竿
）
を
使
用
す
る
こ
と
と

し
た
。
水
深
２３
ｍ
、
手
前
マ
ツ

リ
す
る
こ
と
も
な
く
釣
り
を
す

る
が
、
糸
に
伸
び
が
あ
る
の
で

ア
タ
リ
は
取
り
に
く
く
、
型
を

見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
し
と

し
た
が
、
２
枚
釣
れ
て
過
去
の

記
憶
が
呼
び
覚
ま
さ

れ
、
な
か
な
か
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。
午
後

か
ら
は
従
来
の
道
具

に
戻
し
て
追
釣
し
、

沖
上
が
り
と
な
っ

た
。
数
は
伸
び
て
は

い
な
い
が
、
各
人
お

土
産
に
な
る
位
の
釣

果
は
確
保
で
き
た
。

　

次
回
は
令
和
６
年

５
月
か
６
月
頃
に
釣

り
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
多
数
の
先
生
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。

　
厚
生
　

　
厚
生
　

　
小
泉
常
務
　
記

　
小
泉
常
務
　
記

の
乾
杯
に
始
ま
り
、
今
年
６
月

に
大
石
俊
一
君
（
１４
回
）
よ
り

会
長
を
引
き
継
い
だ
井
上
宜
生

（
２０
回
）
が
挨
拶
し
、
食
事
、

歓
談
の
後
、
お
楽
し
み
の
大
く

じ
引
き
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

下
出
、
野
中
（
３２
回
）、
平
嶺

（
３６
回
）
理
事
の
進
行
で
行
わ

れ
、
当
選
者
は
舞
台
上
に
あ
が

り
、
一
言
ず
つ
挨
拶
し
、
と
て

も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
有

輪
新
副
会
長
（
２２
回
）
の
閉
会

の
挨
拶
、
全
員
で
の
記
念
撮
影

で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
者
は
会
員
２１
名
、

家
族
２３
名
と
、
以
前
に
比
べ
る

と
少
な
め
で
し
た
。
以
前
は
８０

名
く
ら
い
の
参
加
者
で
、
会
員

の
家
族
の
た
め
の
会
で
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
小
学
生
以

下
が
４
名
し
か
お
ら
ず
、
時
代

の
流
れ
か
、
会
員
の
高
齢
化
の

影
響
か
、
今
後
の
会
の
運
営
も

　

令
和
５
年
12
月
2
日
（
土
）

午
後
７
時
よ
り
、
相
鉄
二
俣
川

駅
フ
レ
ン
チ
居
酒
屋
「senka
」

に
て
、
毎
年
恒
例
の
旭
地
区
忘

年
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行

始
ま
っ
て
以
来
久
し
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
。
11
名
の
出
席
。

土
屋
穂
秋
会
長
（
10
回
生
）
か

ら
挨
拶
、
本
年
8
月
に
ご
逝
去

さ
れ
た
藤
田
行
孝
君
（
9
回

生
）、
10
月
に
ご
逝
去
さ
れ
た

山
本
康
子
君
（
日
本
女
子
歯
科

医
学
専
門
学
校
卒
）、
お
二
人

に
黙
祷
を
捧
げ
た
。
続
い
て
黒

川
元
次
郎
君
（
3
回
生
）
の
乾

杯
の
発
声
で
開
宴
し
た
。
途
中

土
屋
穂
秋
会
長
か
ら
、
来
年
度

の
同
窓
会
連
絡
方
法
に
つ
い
て

の
提
案
が
あ
っ
た
。
本
部
監
事

の
細
谷
孝
明
君
（
5
回
生
）
か

ら
、
大
学
の
分
院
の
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
旭
区
歯
科
医

師
会
社
保
担
当
理
事
の
田
所
善

厚
君
（
24
回
生
）
か
ら
、
新
し

く
導
入
さ
れ
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
等
に
つ
い
て
の
解
説
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
1
人
ず
つ
近

況
報
告
を
し
、
家
族
が
健
康
だ

か
ら
こ
う
し
た
会
に
出
ら
れ
る

の
だ
と
土
屋
松
美
君（
11
回
生
）

か
ら
話
が
あ
っ
た
。
気
心
の
知

れ
た
同
窓
会
は
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
さ
ら
に
二
次
会
へ
と
消

え
て
い
っ
た
。

　

令
和
５
年
１０
月
２２
日
に
親
睦

釣
り
会
が
、
金
沢
八
景
黒
川
丸

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
、
船
宿
に
着
く
と
御
主

人
よ
り
、
昨
日
は
か
な
り

風
が
強
か
っ
た
け
ど
、
今

日
は
だ
い
ぶ
凪
た
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
定
刻
に
出

船
し
、
住
友
の
ド
ッ
ク
を

過
ぎ
る
と
、
沖
の
波
頭
が

白
く
な
っ
て
お
り
、
ま
だ

風
が
強
い
と
思
わ
れ
た
。

陸
に
平
行
に
走
っ
て
い
る

野
島
防
波
堤
と
い
わ
れ
る

長
い
防
波
堤
が
あ
り
、
通

常
は
そ
こ
を
越
し
て
沖
を

猿
島
の
左
に
向
か
っ
て
航

行
す
る
が
、
今
回
は
風
を

避
け
て
か
、
防
波
堤
の
内

側
を
進
ん
だ
。
遠
く
な
る

が
、
波
の
少
な
い
方
を
選

択
し
た
と
思
わ
れ
る
。
観

音
崎
を
過
ぎ
て
取
舵
を

と
っ
て
千
葉
側
に
進
路
を
決
め
、

竹
岡
沖
に
着
い
て
か
ら
釣
り
始

め
と
な
っ
た
。
船
頭
に
こ
と
わ

り
、か
ね
て
準
備
の
手
バ
ネ
（
古

　

横
須
賀
地
区
同
窓
会
「
稲
岡

会
」の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、

令
和
５
年
１２
月
２
日
（
土
）
に
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

神
奈
川
歯
科
大
学
の
地
元
、

横
須
賀
、
三
浦
市
の
稲
岡
会
で

は
、
会
員
親
睦
の
た
め
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
毎
年

恒
例
で
３０
年
以
上
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
４

年
ぶ
り
の
開
催
に
な
り
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
、
会
員

家
族
は
、
と
て
も
喜
ん
で
お
ら

れ
、
久
々
の
再
会
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

開
催
の
準
備
を
担
当
し
て
く

れ
た
下
出
理
事
（
４０
回
）
の
司

会
で
、
田
賀
副
会
長
（
１８
回
）

地
区

だ
よ
り

佐
藤　

俊
昭　

２
種
移
行

　
　
　
　
　

小
田
原　

10
回

渡
辺　

宣
孝　

３
種
移
行

　
　
　
　
　
　

戸
塚　

6
回

佐
藤　

洋
二　

３
種
移
行

　
　
　
　
　
　

平
塚　

8
回

種
別
変
更

種
別
変
更

櫻
井　

直
子　

南
区　

33
回

藤
井　

雅
隆　

逗
葉　

31
回

重
松　

忠
佑　

磯
子　

29
回

大
塚　
　

怜　

川
崎　

49
回

新
入
会
員

新
入
会
員

神 

秀
志　

金
沢
区　

20
回

退
会
会
員

退
会
会
員

旭
地
区

金
沢
地
区

金
沢
地
区

第３２回

忘
年
会
で
盛
り
上
が
る

忘
年
会
開
催
さ
れ
る

忘
年
会
開
催
さ
れ
る

親
睦
釣
り
会
カ
ワ
ハ
ギ
釣
り

カ
ワ
ハ
ギ
釣
り

湘南地区湘南地区ゴルフ大会ゴルフ大会

横
須
賀
地
区
稲
岡
会

横
須
賀
地
区
稲
岡
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
再
開

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
再
開

１２月１２日　金沢八景のかごの屋にて

含
め
検
討
課
題
で
す
。

　

現
在
会
員
１
１
２
名
で
、
神

奈
川
県
同
窓
会
の
中
で
一
番
多

く
、
松
本
好
史
、
杉
山
義
祥
両

先
生
が
副
会
長
を
長
く
勤
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
会
長
に
就
任

し
て
責
任
を
感
じ
つ
つ
、
役
員

の
皆
様
の
協
力
に
と
て
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
神
奈

川
県
同
窓
会
と
連
携
し
て
、
会

員
が
多
数
参
加
し
、
皆
様
が
活

躍
で
き
る
楽
し
い
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
　
会
長
　
井
上
宜
生
　
記

　
　
会
長
　
井
上
宜
生
　
記
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眞
鍋
雄
太
先
生
、
こ
ん
に
ち

は
。
前
回
、P. gingivalis

を

貪
食
し
た
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

が
、P. gingivalis

の
内
毒
素

で
あ
る
リ
ポ
多
糖
を
排
泄
し
、

そ
れ
が
毛
細
血
管
を
経
由
し
て

脳
内
に
入
り
炎
症
を
起
こ
し
、

そ
の
結
果
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
（
A
β
）
を
つ
く

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
伺
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
（
Ａ
Ｄ
）
の
原
因
の

ひ
と
つ
が
歯
周
病
な
の
で
、
そ

の
治
療
を
す
れ
ば
い
い
と
い
う

事
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
説
明
す
る
事
が

増
え
る
で
し
ょ
う
。
す
で
に
糖

尿
病
な
ど
で
は
医
科
と
歯
科
の

連
携
が
進
ん
で
い
ま
す
。
歯
科

医
師
も
糖
尿
病
の
勉
強
を
し
て

患
者
さ
ん
に
説
明
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
歯
科

医
師
に
も
患
者
さ
ん
は
認
知
症

の
事
を
質
問
し
て
く
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
分
解
酵
素
は
、

内
因
性
イ
ン
ス
リ
ン
だ
け
で
な

く
、
A
β
も
分
解
し
ま
す
。
糖

尿
病
で
血
糖
値
が
上
が
る
と
イ

ン
ス
リ
ン
分
解
酵
素
は
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
解
で
手
一
杯
に
な

り
、
A
β
の
分
解
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
A
β
の
分
解
は
肝
臓
で
行
わ

れ
ま
す
。
脳
か
ら
静
脈
に
よ
っ

て
運
ば
れ
ま
す
。で
は
そ
の
前
、

A
β
は
脳
内
か
ら
ど
の
よ
う
に

し
て
静
脈
に
排
出
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

前
回
は
A
β
が
作
ら
れ
る
仮

説
の
ひ
と
つ
を
話
し
ま
し
た
。

今
回
は
A
β
が
排
出
さ
れ
る
話

を
し
ま
す
。

　

脳
か
ら
A
β
は
ど
の
よ
う
に

し
て
排
出
さ
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
P.g
菌
の
内
毒

素
リ
ポ
多
糖
が
脳
に
入
る
の
を

減
ら
す
事
は
大
切
だ
が
、
A
β

の
排
出
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
も

重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

脳
へ
の
補
給
の
流
れ
は
血

管
、
脳
脊
髄
液
（CSF, Cere

brospinal fluid

）、
間
質
液

（ISF

、interstitial fluid

）、

細
胞
内
液
と
な
り
ま
す
。
排
出

は
こ
の
逆
で
細
胞
内
液
、
間
質

液
、
脳
脊
髄
液
、
血
管
で
す
。

　

脳
が
頭
蓋
骨
の
中
で
脳
脊
髄

液
に
浮
い
た
状
態
で
あ
る
イ

メ
ー
ジ
で
す
ね
。

　

脳
脊
髄
液
の
大
部
分
は
側
脳

室
、
第
三
脳
室
、
第
四
脳
室
の

脈
絡
叢
か
ら
分
泌
さ
れ
ま
す
。

脈
絡
叢
で
は
脳
室
の
壁
に
毛
細

血
管
が
多
く
存
在
し
、
毛
細
血

管
の
内
皮
細
胞
が
脳
室
に
面
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
脳
脊
髄
液

が
作
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
も
血

管
壁
を
通
過
す
る
物
質
は
制
限

さ
れ
、
脳
関
門
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。

　

脳
を
正
中
か
ら
少
し
ず
れ
て

縦
断
す
る
と
空
洞
が
出
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　

脳
室
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
。
正
中
か
ら
少
し

ず
れ
て
い
る
左
右
の
脳
室
が
側

脳
室
で
す
。
脳
脊
髄
液
の
大
部

分
は
側
脳
室
の
脈
絡
叢
で
血
液

か
ら
脳
脊
髄
液
が
作
ら
れ
ま

す
。「
叢
」
と
は
草
が
群
が
っ

て
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

草
む
ら
の
よ
う
に
ふ
わ
ふ
わ
し

た
組
織
で
血
管
が
多
く
、
成
人

で
1
日
約
５
０
０
ml
、
3
〜
4

回
入
れ
替
わ
る
ほ
ど
の
量
が
作

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
異
常
に
貯

留
さ
れ
る
と
水
頭
症
に
な
り
、

認
知
機
能
障
害
や
歩
行
障
害
、

尿
失
禁
を
起
こ
し
た
り
し
ま
す
。

　

側
脳
室
か
ら
小
さ
い
穴
を

通
っ
て
、
そ
の
下
方
正
中
の
第

三
脳
室
、
そ
の
下
方
の
第
四
脳

室
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
脳
全
体

脳
を
洗
い
流
す
よ
う
に
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

脳
脊
髄
液
は
脳
の
外
で
す

が
、
脳
の
中
に
あ
る
間
質
液
は

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
で
す

か
？

　

頭
蓋
骨
と
脳
の
間
に
は
脳
を

包
み
込
ん
で
保
護
し
て
い
る
三

層
の
膜
が
あ
り
ま
す
。
脳
に
近

い
と
こ
ろ
か
ら
軟
膜
、ク
モ
膜
、

硬
膜
で
す
。
軟
膜
と
ク
モ
膜
の

間
に
は
ク
モ
膜
下
腔
が
あ
り
、

こ
こ
に
脳
脊
髄
液
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
モ
膜
と
軟
膜
の
間
に
ク
モ

膜
下
腔
が
あ
り
、
こ
こ
は
脳
脊

髄
液
で
満
た
さ
れ
て
い
て
、
脳

は
脳
脊
髄
液
の
中
に
浮
い
た
状

態
に
あ
る
。
脳
は
軟
膜
に
覆
わ

れ
て
い
て
、
こ
の
中
は
間
質
液

で
満
た
さ
れ
て
い
る
。
軟
膜
の

外
側
が
脳
脊
髄
液
で
、
内
側
が

間
質
液
な
の
で
す
ね
。

　

内
頸
動
脈
や
脳
底
動
脈
か
ら

別
れ
た
動
脈
が
ク
モ
膜
下
腔
か

ら
脳
内
に
潜
り
込
む
と
き
、
軟

膜
を
連
れ
込
む
様
に
入
り
込

み
、
血
管
と
軟
膜
の
間
に
『
血

管
周
囲
腔
（Virchow

-Robin

腔
）』
を
作
り
な
が
ら
脳
内
深

部
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

血
管
周
囲
腔
は
動
脈
に
沿
っ
て

進
み
毛
細
血
管
の
と
こ
ろ
で
な

く
な
る
の
で
す
が
、
静
脈
の
と

こ
ろ
で
再
び
現
れ
て
き
ま
す
。

　

ク
モ
膜
下
腔
か
ら
血
管
周
囲

腔
に
入
り
込
ん
だ
脳
脊
髄
液
は

小
動
脈
周
囲
の
血
管
周
囲
腔
か

ら
脳
内
へ
選
択
的
に
吸
収
さ
れ

て
間
質
液
と
な
り
ま
す
。
逆
に

小
静
脈
側
で
は
間
質
液
の
一
部

が
血
管
周
囲
腔
へ
排
出
さ
れ
ま

す
。

　

血
管
と
で
は
な
く
血
管
周
囲

腔
と
脳
内
と
の
間
で
物
質
の
移

動
が
あ
る
の
で
す
ね
。
A
β
は

神
経
線
維
の
周
り
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
脳
内
は
ど
の
よ
う
に

掃
除
し
て
い
る
の
で
す
か
。

　

脳
内
に
は
小
動
脈
側
か
ら
小

静
脈
側
に
間
質
液
の
ゆ
っ
く
り

し
た
流
れ
が
生
じ
て
い
ま
す
。

動
脈
側
血
管
周
囲
腔
の
脳
脊
髄

液
か
ら
間
質
液
に
取
り
入
れ
た

物
質
が
脳
全
体
に
広
が
り
、
不

要
な
物
質
は
小
静
脈
側
の
血
管

周
囲
腔
に
集
め
ら
れ
脳
脊
髄
液

に
出
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
マ

ウ
ス
で
は
こ
の
経
路
で
A
β
の

排
出
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

血
圧
差
が
A
β
の
排
泄
の
駆
動

源
と
な
る
た
め
、
高
血
圧
症
で

は
こ
の
排
泄
が
滞
り
、
A
β
の

沈
着
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

血
管
周
囲
腔
の
脳
組
織
側
に

は
グ
リ
ア
セ
ル
の
一
種
で
あ
る

ア
ス
ト
ロ
サ
イ
ト
が
並
ん
で
い

る
の
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
。
毛
細
血
管
の
時

と
一
緒
で
す
。
ア
ス
ト
ロ
サ
イ

ト
は
周
囲
に
多
数
の
突
起
を
出

し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
突
起

の
先
端
を
シ
ー
ト
状
に
広
げ
血

管
周
囲
腔
を
び
っ
し
り
と
覆
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
覆
っ
た
突
起

に
『
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
Ａ
』
と
い

う
タ
ン
パ
ク
質
が
並
ん
で
い

て
、
こ
の
働
き
で
水
分
を
移
動

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ア
ク
ア
は
古
代
ロ
ー
マ
語
で

『
水
』、
ギ
リ
シ
ャ
語
だ
と
『
ハ

イ
ド
ロ
』
で
す
ね
。

　

小
動
脈
側
の
血
管
周
囲
腔
で

は
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
が
通
過
で

き
ま
す
。
前
回
話
し
た
脳
の
毛

細
血
管
の
部
分
で
は
グ
ル
コ
ー

ス
や
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
が
通
過

で
き
ま
す
。

　

脳
を
洗
い
流
し
た
脳
脊
髄
液

は
ど
こ
か
ら
血
管
に
戻
る
の
で

す
か
。

　

軟
膜
と
ク
モ
膜
の
あ
い
だ
は

に
ク
モ
膜
下
腔
と
い
う
隙
間
が

広
が
っ
て
い
て
、
脳
脊
髄
液
が

満
た
し
て
い
ま
す
ね
。
こ
の
ク

モ
膜
下
腔
か
ら
硬
膜
ま
で
貫
通

す
る
ク
モ
膜
顆
粒
と
い
う
の
が

あ
り
ま
し
て
、
脳
脊
髄
液
は
そ

こ
か
ら
硬
膜
内
の
太
い
静
脈
に

吸
収
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
ク
モ
膜
下
で
出
血
す

る
と
、
ク
モ
膜
の
知
覚
神
経
を

血
液
が
刺
激
す
る
こ
と
で
突
然

の
激
し
い
頭
痛
を
生
じ
、
血
液

の
出
口
が
な
い
た
め
頭
蓋
内
圧

が
急
激
に
上
昇
し
意
識
障
害
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
が
ク
モ
膜

下
出
血
の
病
態
生
理
で
す
。

　

上
記
の
ア
イ
デ
ア
は
『
グ
リ

ン
フ
ァ
テ
ィ
ッ
ク・シ
ス
テ
ム
』

（
グ
リ
ア
細
胞
に
よ
る
リ
ン
パ

シ
ス
テ
ム
）
と
よ
ば
れ
、最
近
、

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
反
応
が
加
齢
に
よ

り
弱
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
加

齢
が
様
々
な
原
因
に
よ
る
認
知

症
の
悪
化
要
因
の
ひ
と
つ
に
な

り
ま
す
。
睡
眠
時
に
こ
の
流
れ

は
盛
ん
に
な
る
の
で
睡
眠
不
足

も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
ま
た
ノ
ル
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
に
よ
っ
て
盛
ん
に
な

り
ま
す
。
の
ん
び
り
テ
レ
ビ
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
歯
の
定
期

健
診
で
緊
張
す
る
の
も
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
に
い
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

臨
床
で
認
知
症
の
患
者
さ
ん

に
接
す
る
の
は
根
気
と
工
夫
が

必
要
と
感
じ
ま
す
。「
パ
ー
ソ

ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
は

認
知
症
の
患
者
さ
ん
の
社
会
的

背
景
や
個
性
を
尊
重
し
、
ひ
と

り
の
人
間
と
し
て
そ
の
人
そ
の

人
に
応
じ
た
接
し
方
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
で

す
。
こ
れ
が
難
し
い
で
す
。

　

認
知
症
の
患
者
さ
ん
に
「
家

に
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と

言
わ
れ
「
こ
こ
は
家
で
す
よ
」

と
応
え
る
と
、
患
者
さ
ん
は
当

惑
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は

「
な
に
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ

る
の
？
」
と
聞
い
て
み
ま
す
。

す
る
と
「
イ
ヌ
の
散
歩
に
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
言
っ

て
、
昔
飼
っ
て
い
た
イ
ヌ
を
対

象
と
し
た
当
惑
作
話
を
認
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
重

複
記
憶
錯
誤
（
実
際
に
は
一
つ

し
か
な
い
事
象
が
複
数
存
在
す

る
と
主
張
す
る
症
候
）
の
場
合

も
あ
り
、
訂
正
す
る
こ
と
で
患

者
の
混
乱
を
助
長
し
て
し
ま
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
医
療
者
は
間
違
い

を
指
摘
し
て
訂
正
す
る
の
で
は

な
く
、
患
者
さ
ん
回
答
に
沿
っ

て
柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
い
で

す
。
例
の
場
合
で
す
と
、「
イ

ヌ
は
Ａ
さ
ん
が
散
歩
に
連
れ
て

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
よ
」
と
加

え
る
こ
と
で
、
安
心
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ヒ
ト
に
は
心
理
的
に
自
我
を

守
る
『
防
衛
』
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
が

言
う
内
容
だ
け
で
な
く
、
言
い

た
い
気
持
ち
を
受
容
し
て
あ
げ

る
こ
と
も
医
療
者
に
は
求
め
ら

れ
ま
す
。Inform

ation

を『
情

報
』
と
訳
し
た
の
は
森
鴎
外
と

言
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
加
え
ら

れ
た
『
情
』
の
一
文
字
を
考
え

た
い
で
す
。
但
し
、
幻
覚
や
こ

れ
に
関
連
す
る
妄
想
、
妄
想
性

誤
認
の
場
合
は
こ
う
し
た
対
応

は
禁
忌
で
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

歯
科
で
も
「
前
回
は
義
歯
を

直
し
ま
し
た
ね
」
と
い
う
と
、

認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
「
そ
ん

な
こ
と
は
し
て
い
な
い
」
と
言

う
事
が
あ
り
ま
す
。
家
族
の
前

で
言
わ
れ
た
り
す
る
と
、
治
療

し
て
い
な
い
の
に「
治
療
し
た
」

と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
イ
ヤ

に
な
り
ま
す
。
む
き
に
な
っ
て

そ
の
時
の
写
真
を
み
せ
た
り
す

る
と
、
患
者
さ
ん
は
寂
し
そ
う

な
表
情
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
配
慮
は
認
知
症

の
患
者
さ
ん
だ
け
で
な
く
外
来

で
診
る
総
て
の
患
者
さ
ん
に
配

慮
し
て
ほ
し
い
で
す
。
許
容
出

来
る
範
囲
の
も
の
は
否
定
せ

ず
、
論
理
的
思
考
に
親
和
性
の

あ
る
患
者
さ
ん
に
は「
理
」を
、

感
情
に
訴
え
た
方
が
好
ま
し
い

患
者
に
は
「
情
」
で
。
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
対
応
を
変
え

る
。
こ
れ
が
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン

タ
ー
ド
・
ケ
ア
の
実
践
に
な
り

ま
す
。

　

た
と
え
ば
歯
科
の
専
門
で
は

な
い
人
が
ブ
リ
ッ
ジ
を『
義
歯
』

と
呼
ぶ
こ
と
は
た
い
し
た
問
題

で
は
な
い
で
す
。「
そ
れ
は
歯

に
つ
け
る
の
で
取
り
外
し
の
面

倒
が
な
い
、
た
だ
し
歯
が
磨
き

に
く
い
」
等
と
、
そ
の
特
徴
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
事
を
優
先

し
ま
し
ょ
う
。

　

患
者
さ
ん
が
そ
の
補
綴
物
の

特
徴
を
理
解
し
、
納
得
す
る
こ

と
が
よ
り
重
要
で
、
論
点
を
そ

こ
に
集
中
す
べ
き
で
す
。
補
綴

物
の
名
称
の
訂
正
は
論
点
に

沿
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
外
れ
て
い
ま
す
。
間
違
い
を

指
摘
さ
れ
た
患
者
さ
ん
は
躊
躇

し
て
、
話
を
続
け
て
い
く
事
が

出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
名
称
に
拘
っ
て
い
る
の

は
患
者
さ
ん
で
は
な
く
自
分
、

医
療
者
側
で
す
。
聞
く
べ
き
側

が
話
し
過
ぎ
て
、
話
す
べ
き
側

が
遠
慮
し
て
は
情
報
の
や
り
と

り
が
出
来
ま
せ
ん
。

　

先
生
は
患
者
さ
ん
に
「
自
分

に
合
う
主
治
医
を
さ
が
し
て
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
て
、
診
療
を

断
る
場
合
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

　

あ
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
希

望
や
要
求
が
明
ら
か
に
医
学
的

根
拠
を
逸
脱
し
た
内
容
で
、
こ

ち
ら
の
治
療
方
針
と
合
わ
な
い

場
合
、
無
理
に
当
方
を
受
診
し

て
頂
く
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
双
方
に
と
っ
て
負
担
に
な

り
、
患
者
さ
ん
は
陰
性
転
移
し

ま
す
し
、
こ
ち
ら
は
医
療
者
と

し
て
の
中
立
性
の
原
則
が
保
て

な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
双

方
に
と
っ
て
望
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
診
療
情
報
は
全
て

提
供
し
ま
す
か
ら
、
自
分
に
合

う
（
で
あ
ろ
う
）
医
療
機
関
を

受
診
す
る
よ
う
お
伝
え
し
ま

す
。
歯
科
で
も
そ
う
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
術
者
が
気
の
乗

ら
な
い
治
療
を
始
め
て
も
い
い

結
果
は
出
な
い
の
で
は
。
断
る

時
に
は
勇
気
を
も
っ
て
断
っ
た

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
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